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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月24日(2012.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物における高尿酸血症の治療において使用するためのナトリウムグルコース輸送
体２（ＳＧＬＴ２）阻害剤であって、該ＳＧＬＴ２阻害剤が、
【化１】

、またはそのプロドラッグエステル、またはそのプロピレングリコール溶媒和物である、
ＳＧＬＴ２阻害剤。
【請求項２】
　該ＳＧＬＴ２阻害剤が、
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【化２】

である、請求項１に記載のＳＧＬＴ２阻害剤。
【請求項３】
　該ＳＧＬＴ２阻害剤が尿量を増加し、かつ、血清総尿酸値を低下させることを特徴とす
る、請求項１または２に記載のＳＧＬＴ２阻害剤。
【請求項４】
　哺乳動物がヒトである、請求項１～３いずれか１つに記載のＳＧＬＴ２阻害剤。
【請求項５】
　該ヒトが高尿酸血症の結果として痛風であり、かつ、高尿酸血症の治療が該ヒトの痛風
の症状を防ぐことを特徴とする、請求項４に記載のＳＧＬＴ２阻害剤。
【請求項６】
　該ＳＧＬＴ２阻害剤が、炭水化物の供給体の投与前に、投与後に、または同時に投与さ
れることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１つに記載のＳＧＬＴ２阻害剤。
【請求項７】
　該ＳＧＬＴ２阻害剤が、尿酸合成阻害剤の投与前に、投与後に、または同時に投与され
ることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１つに記載のＳＧＬＴ２阻害剤。
【請求項８】
　該尿酸合成阻害剤がキサンチンオキシダーゼ阻害剤である、請求項７に記載のＳＧＬＴ
２阻害剤。
【請求項９】
　該ＳＧＬＴ２阻害剤が低血糖症を誘導することなく高尿酸血症を治療するのに十分な量
で投与されることを特徴とする、請求項１～８のいずれか１つに記載のＳＧＬＴ２阻害剤
。
【請求項１０】
　ＳＧＬＴ２阻害剤、および尿酸合成阻害剤または炭水化物の供給体を含む医薬組成物で
あって、該ＳＧＬＴ２阻害剤が

【化３】

、またはそのプロドラッグエステル、またはそのプロピレングリコール溶媒和物である、
医薬組成物。
【請求項１１】
　該ＳＧＬＴ２阻害剤が
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【化４】

である、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　該尿酸合成阻害剤がキサンチンオキシダーゼ阻害剤である請求項１０または１１に記載
の医薬組成物。
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